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本
市
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
リ
ズ
モ
ー

市
と
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
か
ら
、
今
年

で
55
年
目
を
迎
え
ま
す
。

１
９
６
３
年
８
月
７
日
、
本
市
は
日
本

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
間
で
第
１
号
と
な
る

姉
妹
都
市
を
提
携
し
ま
し
た
。
当
時
の
大

和
高
田
市
長
で
あ
っ
た
名
倉
仙
蔵
氏
と
、

高
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
赴
任
し
て
き
た

パ
ウ
ロ
・
グ
リ
ン
神
父
の
友
好
が
き
っ
か

け
と
な
っ
た
こ
の
交
流
は
、
後
に
高
校
生

の
相
互
派
遣
や
、
５
年
お
き
に
行
わ
れ
る
周
年
事
業
で
、
お
互
い
の
国
を
訪
問
し
あ
う
な

ど
、
友
好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
姉
妹
都
市
交
流
50
周
年
記
念
事
業
で
は
、
本
市
か
ら
市
民
訪
問
団
約
50

名
が
リ
ズ
モ
ー
市
を
訪
れ
、
記
念
式
典
へ
の
出
席
や
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
な
ど
を
伝
え

る
「
大
和
高
田
デ
イ
」
を
開
催
し
、生
け
花
、お
茶
、着
物
の
着
付
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
８
月
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ス
ミ
ス　
リ
ズ
モ
ー
市
長
と
、
ニ
ー
ル
・
マ
ー
ク

ス
市
議
会
議
員
が
、
本
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
交
流
55
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
の
会
議
で
は
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
市
長
か
ら
、
次
の
よ
う
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
６
月
に
リ
ズ
モ
ー
市
で
行
う
『
ラ
ン
タ
ン
パ
レ
ー
ド
』
に
、
市
長
、
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」

さ
ら
に
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
市
長
は
、
も
っ
と
素
敵
な
計
画
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
和
高
田
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
み
く
ち
ゃ
ん
』
の
大
き
な
ラ
ン
タ
ン
を

リ
ズ
モ
ー
市
が
作
成
し
、『
ラ
ン
タ
ン
パ
レ
ー
ド
』
で
披
露
し
ま
す
」

本
市
で
は
こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
、
訪
問
団
を
結
成
し
、
今
年
６
月
に
リ
ズ
モ
ー
市
を

訪
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
訪
問
期
間
中
に
は
、
姉
妹
都
市
提
携
の
再
確
認
な
ど
も

行
い
ま
す
。
こ
の
様
子
は
、
今
後
、
広
報
誌
で
お
伝
え
し
ま
す
。

ラ
ン
タ
ン
パ
レ
ー
ド
っ
て

動
物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
形
を
し
た
、巨
大
な
ラ
ン
タ
ン
が
市
内
を
行
進
し
ま
す
。

市
民
も
ラ
ン
タ
ン
を
手
に
持
ち
、
一
緒
に
歩
き
ま
す
。
ダ
ン
ス
や
音
楽
な
ど
も
あ
り
、
リ

ズ
モ
ー
市
で
は
１
年
の
内
で
一
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
１
９
９
４
年
か
ら
は
じ
ま
っ

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
、
冬
至
の
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
季

節
が
日
本
と
逆
の
た
め
、
６
月
は
冬
で
す
。

今
年
は
６
月
23
日
が
冬
至
と
な
り
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
で
掲
げ
ら
れ
る
ラ
ン
タ
ン

は
、
地
域
の
希
望
と
楽
天
的
な
思
い
の
象

徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
思
い
が
世
界

中
に
届
く
よ
う
に
と
、
こ
の
パ
レ
ー
ド
が

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
、パ
レ
ー
ド
の
テ
ー

マ
が
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
、「
豊
作
」「
素

敵
な
お
庭
」「
明
日
へ
の
種
」「
夢
と
魔
法

の
世
界
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
で
す
。

交
流
55
周
年

姉
妹
都
市

リズモー
Lismore
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●
昭
和
38
年
（
1
9
6
3
）
8
月

・
リ
ズ
モ
ー
市
で
、
名
倉
仙
蔵
市
長
と
C
．J
．キ
ャ
ン
ベ
ル
市
長
が

姉
妹
都
市
提
携
調
印

●
昭
和
46
年
（
1
9
7
1
）
5
月

・
市
民
訪
問
団
が
リ
ズ
モ
ー
市
を
訪
問

●
昭
和
53
年
（
1
9
7
8
）
4
月

・
リ
ズ
モ
ー
市
訪
問
団
が
来
高

●
昭
和
54
年
（
1
9
7
9
）
4
月

・
市
民
訪
問
団
が
、
リ
ズ
モ
ー
市
1
0
0
年
祭
の
た
め
訪
問

●
昭
和
58
年
（
1
9
8
3
）
8
月

・
姉
妹
都
市
交
流
20
年
を
記
念
し
て
、
リ
ズ
モ
ー
市
か
ら
、
ユ
ー
カ

リ
の
種
を
も
ら
う

・
リ
ズ
モ
ー
市
へ
桜
の
種
を
贈
る

●
昭
和
60
年
（
1
9
8
5
）
12
月

・
リ
ズ
モ
ー
市
か
ら
の
第
1
回
交
換
学
生（
2
名
）来
高
。
以
降
毎
年
、

引
率
含
む
数
名
の
学
生
が
来
高

●
昭
和
61
年
（
1
9
8
6
）
7
月

・
リ
ズ
モ
ー
市
へ
第
1
回
交
換
学
生（
5
名
）と
引
率
教
員（
1
名
）を
派
遣
。

　
以
後
、
毎
年
学
生
5
～
6
名
程
度
を
派
遣
す
る

●
昭
和
63
年
（
1
9
8
8
）
8
月

・
市
民
訪
問
団
が
、
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
記
念
行
事
の
た
め
、
リ

ズ
モ
ー
市
を
訪
問
。
姉
妹
都
市
提
携
の
再
確
認
書
の
調
印
を
行
う

●
平
成
6
年
（
1
9
9
4
）
8
月

・
市
民
訪
問
団
が
、
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
行
事
の
た
め
、
リ

ズ
モ
ー
市
を
訪
問

●
平
成
9
年
（
1
9
9
7
）
10
月

・
リ
ズ
モ
ー
市
訪
問
団
が
、姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
記
念
行
事
の
た
め
来

高
。
姉
妹
都
市
提
携
の
再
確
認
書
の
調
印
を
行
う

●
平
成
11
年
（
1
9
9
9
）
7
月

・
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
を
記
念
し
て
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
文

化
会
館
南
側
の
馬
冷
池
公
園
内
に
設
置

●
平
成
15
年
（
2
0
0
3
）
11
月

・
市
民
訪
問
団
15
名
が
、
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記
念
行
事
の
た
め
、

リ
ズ
モ
ー
市
を
訪
問

・
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
大
学
構
内
に
設
置

●
平
成
18
年
（
2
0
0
6
）
9
月

・
日
豪
交
流
年
を
記
念
し
て
、
リ
ズ
モ
ー
市
に
桜
の
苗
木
を
寄
贈

●
平
成
20
年
（
2
0
0
8
）
8
月

・
姉
妹
都
市
提
携
45
周
年
を
記
念
し
て
、「
友
好
の
鯉
の
ぼ
り
」
が

リ
ズ
モ
ー
市
役
所
で
掲
揚
さ
れ
る

●
平
成
24
年 （
2
0
1
2
）
9
月

・リ
ズ
モ
ー
市
学
生
が
植
樹
祭
に
参
加
。交
流
20
周
年
に
植
え
た
ユ
ー

カ
リ
の
あ
る
場
所
を
「
リ
ズ
モ
ー
の
庭
」
と
す
る
。

●
平
成
25
年
（
2
0
1
3
）
年
8
月

・
市
民
訪
問
団
が
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
記
念
行
事
の
た
め
、
リ
ズ

モ
ー
市
を
訪
問
。「
大
和
高
田
デ
イ
」
を
開
催

●
平
成
26
年
（
2
0
1
4
）
年
4
月

・
リ
ズ
モ
ー
市
長
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
来
高
。

・
姉
妹
校
締
結
・
支
援
調
印
式

●
平
成
27
年
（
2
0
1
5
）
年
2
月

・
姉
妹
校
間
で
S
k
y
p
e
交
流

●
平
成
29
年
（
2
0
1
7
）
年
5
月

・
大
和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会
と
大
和
高
田
市
が
、「
第

11
回
国
際
交
流
表
彰
（
総
務
大
臣
表
彰
）」
を
受
賞

●
平
成
29
年
（
2
0
1
7
）
年
8
月

・
リ
ズ
モ
ー
市
長
一
行
が
来
高
。
姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
記
念
事
業

に
向
け
て
の
会
議
を
お
こ
な
う

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

姉
妹
都
市
交
流
の
お
も
な
あ
ゆ
み

詳しくは、市HP（http://www.city.yamatotakada.nara.jp/city/gaiyo/kokusai/）、
または大和高田・リズモー都市友好協会の HP（http://www.city.yamatotakada.nara.jp/lismore/）
を見てください。

「
み
く
ち
ゃ
ん  

き
ゃ
っ
♡
」

を
み
ん
な
で
踊
ろ
う
！

「
み
く
ち
ゃ
ん
」公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ「
み
く
ち
ゃ

ん　
き
ゃ
っ
♡
」を
た
く
さ
ん
の
人
が
踊
り
、編
集
し

て
１
本
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
す
。Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、リ
ズ

モ
ー
市
で
上
映
し
ま
す
。

▽
対
象　

大
和
高
田
市
在
住
、在
勤
、在
学
の
人
で
、

１
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加
可
能
。

▽
募
集
期
間　
５
月
１
日
㈫
～
21
日
㈪
ま
で

▽
申
込
方
法　

住
所
、氏
名
、連
絡
先
、撮
影
希
望
日

（
５
月
22
日
～
６
月
４
日
ま
で
）、撮
影
希
望
場
所

を
書
い
て
、電
話（
☎
22・
３
４
３
１
）、Ｆ
Ａ
Ｘ

（

44・
３
１
１
７
）、メ
ー
ル（takadasi@

city.
yam

atotakada.nara.jp

）で
申
込
み
。

※「
み
く
ち
ゃ
ん　

き
ゃ
っ
♡
」の
歌
と
ダ
ン
ス
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ー
ジ 

→ 

大
和
高
田
市
っ
て 

→ 

み
く

ち
ゃ
ん
を
よ
ろ
し
く

※
す
べ
て
踊
れ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。１
部
分

だ
け
で
も
結
構
で
す
。

※
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ダ
ン
ス
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
ダ
ン
ス
の
得
意
、不
得
意
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

※
撮
影
場
所
の
指
定
は
、市
内
限
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
ま
で
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

リ
ズ
モ
ー
で
上
映
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３
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
Ｕ
Ａ
Ｅ
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
開
催
さ
れ
た
「
第

４
回
Ｆ
ａ
ｚ
ｚ
ａ
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大

会
」
で
、
仲
喜
嗣
さ
ん
が
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
日
本
身
体
障
害
者

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
が
国
内
の
強
化
指

定
し
た
選
手
か
ら
選
ば
れ
た
13
名
が
、

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。

〔
社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
６
〕

４
月
５
日
、大
和
ガ
ス
株
式
会
社
が
、

会
社
設
立
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

本
市
図
書
館
に
、
１
、０
０
０
万
円
を

寄
附
し
ま
し
た
。

７
月
開
始
予
定
の
電
子
図
書
サ
ー
ビ

ス
や
大
活
字
本
、
中
学
・
高
校
生
向
け

の
本
、
郷
土
資
料
の
購
入
な
ど
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

〔
図
書
館　
☎
52
・
３
４
２
４
〕

～
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
が

吹
鳴
し
ま
す
～

市
内
10
施
設
設
置（
左
記
参
照
）の
防

災
ス
ピ
ー
カ
ー
よ
り
、試
験
放
送
を
行

い
ま
す
。

※
情
報
伝
達
訓
練
な
の
で
、
避
難
行
動

を
と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
と
き　
５
月
16
日
㈬　
午
前
11
時

▽
防
災
行
政
無
線（
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　
設
置
施
設

（
８
小
学
校
の
屋
上
）

片
塩
小
学
校
、
菅
原
小
学
校
、
土

庫
小
学
校
、
高
田
小
学
校
、
磐
園

小
学
校
、
陵
西
小
学
校
、
浮
孔
小

学
校
、
浮
孔
西
小
学
校

（
２
市
営
住
宅
の
屋
上
）

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
市
場
住
宅

市
営
住
宅
西
坊
城
団
地

〔
危
機
管
理
課　
内
線
２
２
６
〕

小
学
校
給
食
調
理
の
補
助
的
な
仕
事

を
す
る
人
の
募
集
で
す
。

▽
勤
務
時
間　
平
日　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

１
日
５
時
間
～
７
時
間
、週
１
日
～

２
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

▽
勤
務
場
所　
小
学
校
給
食
室

▽
募
集
人
数　
若
干
名

　
　
　
　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

選
考
有
り
）

▽
提
出
書
類　
履
歴
書（
写
真
貼
）

▽
受
付
場
所　
教
育
委
員
会　
教
育
総

務
課

　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
別
棟
２
階
）

▽
受
付
時
間　
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

※
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
郵
送
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

提
出
し
た
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た

は
左
記
ま
で
。

〔
教
育
総
務
課　
内
線
１
３
５
〕

本
市
で
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
「
大
和
高
田
市
内
の
空

き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
の
除
去
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

住
宅
地
周
辺
の
空
き
地
に
雑
草
が
生

い
茂
る
と
、
周
辺
の
人
々
に
不
快
感
を

与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
夏
季
は
害

虫
、
冬
季
は
火
災
の
発
生
原
因
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
犯

罪
、
交
通
事
故
な
ど
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
も
、空
き
地
の

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、責
任
を
持
っ

て
適
切
に
土
地
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
２
〕

パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で

銀
メ
ダ
ル

仲
喜
嗣
さ
ん　

本
を
通
し
て

豊
か
な
感
性
を

図
書
館
に
寄
附
金
贈
呈

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

学
校
給
食
代
替

調
理
員
の
募
集
・
登
録

空
き
地
の
雑
草
除
去

は
義
務
で
す

仲さん（下段中央）と日本代表の皆さん

大和ガス株式会社より、蔵書の充実を願って
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本
市
で
は
、安
全
で
美
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、『
大
和
高
田
市
自
転
車
等
の
安
全
利
用
に

関
す
る
条
例
』に
基
づ
き
、駅
周
辺
に「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」を
設
け
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
区
域
内
に
放
置（
駐
車
）さ
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
は
、市
が
移
動
し
、保
管
し

て
い
ま
す
。

　
自
転
車
な
ど
を
放
置
す
る
と
、交
通
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。盗
難
防
止
の
た
め
に
も
、近
く
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
な
ど
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
保
管
場
所　
大
和
高
田
市
高
架
下
自
転
車
保
管
所

　
　
　
　
　
　
（
高
田
バ
イ
パ
ス
高
架
下
）　
☎
25・０
１
０
３

▽
返
還
時
間　
平
日　

午
前
９
時
～
正
午　

午
後
１
時
～
４
時

▽
持
ち
物　
自
転
車
等
引
取
通
知
書（
持
ち
主
が
確
認
で
き
た
場
合
は
、市

役
所
か
ら
送
付
）、自
転
車
な
ど
の
カ
ギ
、印
鑑
、住
所
・
名
前
が
確
認
で
き
る

も
の（
免
許
証
・
学
生
証
な
ど
）

▽
費
用　
移
動
費
：
２
、０
０
０
円

　

保
管
費
：
移
動
日
よ
り
14
日
を
超
え
る
と
、保
管
費
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
詳
し
く
は
、左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
保
管
期
間　
移
動
後
60
日
間（
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
）

「自転車等放置禁止区域」を指定
禁止区域内には、自転車等を放置しないでください

【高架下自転車保管所】

〒

移
動
し
た
自
転
車
は
、

「
高
架
下
自
転
車
保
管
所
」で
保
管
し
て
い
ま
す

〔
生
活
安
全
課　
内
線
３
２
２
〕
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市内に商業、工業等施設を設置する
事業者への奨励金

▷対象事業
◦商業施設…卸売・小売業、宿泊業(旅館・ホテル)、
飲食サービス業
◦工業等施設…製造業、運輸業
【施設設置奨励金】
◎要件　新設、増設、移転にともなう建物および償
却資産(土地の取得を除く)の取得に必要な費用が
3,000万円以上であること。ただし、償却資産のみ
の場合は対象外です。

◎奨励金　建物および償却資産(土地を除く)の固定資
産税額の5割相当額を5年間交付

【雇用促進奨励金】
◎要件　施設設置奨励金該当事業者が、開業日前後
90日の間に、市内在住者を正規従業員として雇用
し、1年以上継続雇用すること。

◎奨励金　従業員1人につき20万円(限度額1,000万
円)を1回限り交付

▷必要書類
◦事業計画届出書(様式第1号)
◦企業概要
◦法人登記事項証明書(個人・住民票の写し)
◦建築確認済証の写し
◦定款または規約の写し(個人・事業概要がわかるもの)
◦公害防止に関する計画書
◦暴力団排除に関する誓約書
◦個人情報の取扱いに関する同意書(様式第2号)など
▷申請方法
①開業日までに「事業計画届出書」を市に提出し、
｢事業計画届出書受理書」を受けてください。す
でに開業している事業者は、対象外です。
②開業日以降、初めて固定資産税が賦課された年度
の翌年度に、「奨励金交付申請書」を市に提出
し、奨励金の交付を受けてください。

〔産業振興課　内線265〕

本市の活力源である商業、ものづくり、農業のより
一層の活性化、そして地域の人々がいきいきと暮らす
まちづくりをめざして、「商都たかだ活性化事業」
「元気な地域づくり事業」の補助金制度を実施してい
ます。創意工夫を凝らした魅力あるユニークな取組の
応募を待っています。
※詳しくは、産業振興課または自治振興課へ。ま
た、市のホームページにも掲載しています。

▷募集期間　5月1日㈫〜18日㈮　※土・日・祝日を
除く

▷審査方法　5月24日㈭の午後1時30分から、市役所
4階合同委員会室で開催する「大和高田市公募型補
助金審査選考委員会」(公募委員を含む)で、審査を
行います。応募団体などは、選考委員会で事業内容
の説明をお願いします。
※選考委員会は公開します。関心のある人は、傍聴し
てください。

地域づくりに「補助金制度」があります

「商都たかだ活性化事業」「元気な地域づくり事業」

商都たかだ活性化事業補助金 元気な地域づくり事業補助金
応募資格 商店街、商工業団体、農業団体など 自治会、地域の団体・組織など

対象事業 賑わい創出事業など コミュニティ連携事業など

補助対象経費 設備・施設などの賃貸代、ちらし・ポスター代、出演料、
消耗品代、教材費、装飾材料など
※補助対象経費の合計額が 30万円以上の事業

設備・施設などの賃貸代、ちらし・ポスター代、出演料、
消耗品代、教材費、装飾材料など
※補助対象経費の合計額が15万円以上の事業

補助金額 補助対象経費の2/3 以内で、50万円を限度 補助対象経費の2/3 以内で、20万円を限度

応募書類 商都たかだ活性化事業応募書兼補助金交付申請書
など

元気な地域づくり事業応募書兼補助金交付申請書
など

問合先 産業振興課　内線 265 自治振興課　内線 227

〔産業振興課　内線 265 ・ 自治振興課　内線 227〕
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▷対象　次のすべての要件を満たす人
⑴市内に住所がある人で、住宅用太陽光発電システ
ムを市内の自ら居住する住宅に設置した人また
は、市内の自ら居住するために住宅用太陽光発電
システムを設置した新築住宅を購入した人
⑵平成29年4月1日以降に発電システムの設置契約
を結び、工事が完了し、発電を開始している人
⑶市税を滞納していない人
⑷リース契約による発電システムではないこと
▷補助額　一律50,000円
※1住宅につき1回限り(合計値10kw未満)
▷補助件数　50件　※50件に到達した時点で締切
▷申請方法　住宅用太陽光発電システム設置費補助金
交付申請書（様式第1号）に下記必要書類を添付し
申請（郵送不可）してください。
※捺印は、朱肉（シャチハタ不可）を使用する印鑑
《必要書類》
⑴住民票
⑵市税納税証明書（住民税が非課税の人は非課税証
明書）※直近のもの

市税…市県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健
康保険税のこと。本市に課税のない場合は、前住
所地の納税証明書または課税対象を証明する書類
⑶発電システムの設置に係る工事請負契約書
※新築住宅を購入した場合は、発電システムの設置
が分かる契約書
⑷発電システムの設置費に係る領収証、および内訳
明細書
⑸電力会社との電力受給契約に関する書類
⑹電力会社の検針による受給電力量が確認できる書
類（受給電力量のお知らせ）
⑺対象システムの設置がわかる写真（設置状況がわ
かり、家屋全体が確認できる写真）
⑻委任状（販売店など代理人による申請の場合）
※⑸、⑹の書類は原本を確認します（コピー不
可）。

▷受付期間・時間　5月7日㈪以降、午前8時30分か
ら午後5時15分まで（土・日・祝日、および12月
29日㈯から平成31年1月3日㈭までを除く）

〔環境衛生課　内線280〕

再生可能エネルギーの普及を促進し、温室効果ガスの削減を図ることで、地球温暖化防止対策を推進すること
を目的とし、住宅用太陽光発電システムを設置した人に補助金を支給します。

高田警察署からのお知らせ

５月７日から受付開始
住宅用太陽光発電システム設置費補助

お出かけ前にはカギかけ確認 ３月に大和高田市内で
オレオレ詐欺が発生

～ 電話口 お金の話 それは詐欺 ～

今年に入り、高田警察署管内で無施錠の勝手
口や掃き出し窓から侵入して現金などを盗む忍
び込みの被害が発生しています。

（防犯ポイント）
〇必ず玄関、窓、勝手口の鍵をかけ、雨戸も閉
める。
〇犯人は、音や光を嫌がる。
（振動アラームやセンサーライトなどの防犯機
器を活用）

また、行楽期の商業施設では、駐車場に止め
ている車内からカバンなどが盗まれる車上ねら
いの被害が発生するおそれがあります。

（防犯ポイント）
〇車から離れるときは必ず施錠
〇カバンなどを積みっぱなしにしない「車内空っ
ぽ宣言」

息子を名乗る犯人が、高齢者を東京都や神奈
川県などまで呼び出し、現金を弁護士や会社同
僚を名乗る犯人に手渡させる詐欺被害が発生し
ました。
また、県内では銀行員などを名乗る犯人が
キャッシュカードを受け取りに来る詐欺が発生
しています。

（防犯ポイント）
〇現金やキャッシュカードを受け取りに来た人
に渡さない
〇電話で暗証番号を教えない

皆さんは、「ナポくんメール」の登録はお済みですか
奈良県警察では、防犯情報「ナポくんメール」

を発信して注意を呼びかけています。
◎ナポくんメールの登録方法について
カメラ機能付き携帯電話で、右のQRコード

を読み取り、手順に従って登録をしてください

〔高田警察署生活安全課　☎22-0110〕
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● 市消費生活センター　 ▽相談日時　月～金曜日 午前 10 時～午後 4 時　 ▽ところ　市役所 3 階
　　　　　　　　　　　 ▽予約先　内線 314　 0745-44-3117
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月～金曜日 午前9時～午後5時（受付は午後4時 30 分まで） 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3階　 ▽予約先　☎22-0931　 ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

「
法
務
省
管
轄
支
局　
国
民
訴
訟
通
達
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
、
実
在

し
な
い
組
織
を
名
乗
る
不
審
な
ハ
ガ
キ
が
、
市
内
の
主
に
60
代
以
上
の

人
に
送
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

差
出
人
の
パ
タ
ー
ン
は
、
い
く
つ
か
あ
り
、「
法
務
省
管
轄
支
局
」

の
後
が
「
国
民
訴
訟
通
達
セ
ン
タ
ー
」
だ
っ
た
り
、「
民
事
訴
訟
管
理

セ
ン
タ
ー
」「
国
民
訴
訟
告
知
管
理
セ
ン
タ
ー
」「
民
事
訴
訟
告
知
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
訴
訟
を
開
始
す
る
」

「
連
絡
を
し
な
い
場
合
、
給
料
や
不
動
産
を
強
制
的
に
差
し
押
さ
え
る
」

な
ど
の
脅
し
文
句
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
」
で
す
。
ま
た
、
実
在
す

る
法
務
省
と
は
、
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
っ
た
場
合
、書
か
れ
た
電
話
番
号
に
、

絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
費
者
が
「
民
事
訴
訟
告
知
セ
ン
タ
ー
」
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
弁

護
士
を
名
乗
る
者
を
紹
介
さ
れ
、
最
終
的
に
は
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
ら
れ
、
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相

談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
公
的
機
関
だ
と
勘
違
い
さ
せ
る
よ
う
な
差
出
人
の
名
称
で
送

り
つ
け
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。十
分
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

不
安
な
場
合
は
、
必
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
、
警
察
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
続
く

「
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
」

に
注
意
！
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一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

5 月のおはなし会 催しのご案内

おしらせ

「
孫
が
で
き
た
ら
ま
ず
読
む
本
」　

　
宮
本 

ま
き
子 

監
修
／　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

娘
、嫁
、息
子
、婿
、先
方
の
祖
父
母
と
の

関
係
が
よ
く
な
る
、孫
を
中
心
と
し
た
大
人

た
ち
の
マ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
。祖
父
母
の
役
割

か
ら
、「
行
事
」で
の
役
割
、預
か
る
と
き
の

ル
ー
ル
づ
く
り
、子
守
り
に
役
立
つ
情
報
ま

で
を
紹
介
。

「
灰
屋
灰
次
郎 

灰
は
ご
ざ
い
ー
」　

　
飯
野 

和
好 

絵
／
ア
リ
ス
館

「
灰
屋
」を
営
む
灰
屋
灰
次
郎
は
、ち
ょ
っ

と
大
き
な
顔
の
、や
さ
し
い
お
じ
さ
ん
。灰

次
郎
の
商
売
が
繁
盛
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
た
、元
弟
子
の
銀
五
郎
は
、そ
の
財
産
を

奪
う
計
画
を
練
り
は
じ
め
…
。江
戸
の
裏
長

屋
を
舞
台
に
、

様
々
な
人
の

姿
を
落
語
調

に
描
く
。

◦ 

調
べ
る
チ
カ
ラ

野
崎 

篤
志 

著
／　
　
　
　
　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

◦ 
小
学
生
の
こ
と
が
ま
る
ご
と

わ
か
る
キ
ー
ワ
ー
ド
55

小
野
寺 

敦
子 

著
／
金
子
書
房

◦ 

は
じ
め
て
の
恐
竜
刺
し
ゅ
う

千
葉 

美
波
子 
著
／
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

◦ 

葛
飾
北
斎 

本
当
は
何
が
す
ご
い
の
か

田
中 

英
道 
著
／
育
鵬
社

◦ 

黄
金
時
代

ケ
ネ
ス・グ
レ
ア
ム 

著
／
翰
林
書
房

◦ 

日
本
の
手
仕
事

機
織
り
さ
ん・筆
職
人
さ
ん
ほ
か

遠
藤 

ケ
イ 

文
／
汐
文
社

◦ 

川
の
む
こ
う
の
図
書
館

池
田 

ゆ
み
る 

文
／
さ・え・ら
書
房

◦ 

熊
と
に
ん
げ
ん

ラ
イ
ナ
ー・チ
ム
ニ
ク 

文
／
徳
間
書
店

◦ 

う
ち
ゅ
う
ひ
こ
う
し
に
な
り
た
い
な

バ
イ
ロ
ン・バ
ー
ト
ン 

絵
／
ポ
プ
ラ
社

◦ 

ね
こ
と
こ
ね
こ
ね

山
村 

浩
二 

絵
／
Ｂ
Ｌ
出
版

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

◎絵本のよみきかせ
▷とき　5月5日・19日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん　えほんコーナー
▷たいしょう　どなたでも
◎おはなし会

（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷とき　5月12日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●えほん　　「ちくわのわーさん」
●おはなし　「月曜、火曜、水曜日」

◎えほんとわらべうたの時間≪きらら≫
（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷とき　5月26日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●おはなし　「ちびゴリラのちびちび」
●えほん　　「おなかがすいたな」

■図書館親子教室「昆虫教室」
▷ と　き　5月26日㈯　午後1時30分～午後3時
▷ ところ　市立図書館　2階プレイルーム
▷講　師　松村忠志さん（橿原市昆虫館統括調整員）
▷ 対　象　4歳以上の子どもとその保護者
▷ 定　員　20組（定員になり次第締め切り）
▷ 費　用　無料
▷ 申込方法　5月3日（木・祝） ～ 25日㈮までの期間、図書館カウ

ンター、電話で受付します。

「映像化書籍」
…最近、映画化やドラマ化さ

れた原作本
「ニュースな一冊」
…新聞掲載の書評や、記事の

内容に沿った本

来館したときは、
どうぞご覧ください。

【話題の本】を入口に常設展示
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

放
射
線
治
療
の
進
歩

～
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
～

市
立
病
院
で
は
２
０
１
６
年
か

ら
放
射
線
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
春
に
は
無
事
に
３
年
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
放
射
線
治
療
技
術
の
進

歩
、
特
に
「
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
」
に
つ
い

て
で
す
。

20
年
程
前
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
逆
方
向
治

療
計
画inverse planning

と

い
う
革
新
的
な
技
術
が
研
究
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
人
が
試

行
錯
誤
し
て
何
度
も
や
り
直
す
こ

と
で
良
い
計
画
を
作
成
し
て
い
た

の
で
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
明

確
な
ゴ
ー
ル
を
入
力
す
る
こ
と
で

試
行
錯
誤
部
分
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
①
放
射
線
を
当
て
た

い
部
分
と
当
て
た
く
な
い
部
分
を

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の

画
像
情
報
を
も
と
に
し
て
形
状
を

決
め
る
こ
と
、
②
そ
の
部
分
の
放

射
線
量
の
最
大
値
や
最
小
値
を
決

定
す
る
こ
と
の
二
つ
が
人
間
の
役

割
で
す
。
あ
と
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
そ
れ
に
合
う
よ
う
に
放
射
線
の

量
を
調
節
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
単
に
異
な
っ
た
方
向

か
ら
の
比
率
の
み
で
は
な
く
、
同

じ
方
向
で
も
強
弱
を
つ
け
て
、
人

間
の
設
定
し
た
条
件
を
満
た
す
よ

う
に
計
算
を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ

れ
が
強
度
変
調
放
射
線
治
療
「
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
」
と
い
う
も
の
で
す
。

一
昔
前
の「
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
」は
７
方

向
、９
方
向
な
ど
の
方
向
の
固
定

さ
れ
た
ビ
ー
ム
の
強
弱
を
調
節
す

る
こ
と
で
、理
想
に
近
づ
く
よ
う

に
線
量
分
布
を
計
算
し
て
い
ま
し

た
。１
方
向
の
ビ
ー
ム
を
照
射
す

る
時
間
は
３
分
程
で
す
が
、９
方

向
と
も
な
る
と
１
回
の
照
射
に
30

分
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、作
成
し
た
プ
ラ
ン
が
難

し
す
ぎ
て
、機
械
の
ほ
う
が
つ
い

て
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

当
院
の
放
射
線
治
療
機
は
回
転

を
し
な
が
ら
「
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
最
新
機
器
で

す
。
最
終
的
に
は
実
に
２
度
ご
と

最
大
で
１
８
０
方
向
か
ら
の
ビ
ー

ム
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。理
想
に
近
い
と
い
う
よ
り
は
、

ほ
ぼ
理
想
通
り
の
線
量
分
布
を
再

現
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら

に
、
照
射
に
か
か
る
時
間
は
２
分

程
度
。
位
置
合
わ
せ
を
含
め
て
も

20
分
も
か
か
ら
な
い
う
ち
に
、
以

前
よ
り
も
複
雑
な
照
射
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
極
め
て
精

度
の
高
い
治
療
を
行
う
に
は
機
器

の
精
度
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

厳
密
に
計
画
し
た
治
療
を
行
う
と

き
に
、
機
械
の
ほ
う
が
ズ
レ
て
い

た
ら
、
放
射
線
を
あ
ま
り
当
て
た

く
な
い
部
分
に
た
く
さ
ん
照
射
さ

れ
て
い
た
り
、
治
療
す
べ
き
部
分

の
線
量
が
足
ら
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
当

院
で
は
、
医
学
物
理
士
と
放
射
線

技
師
が
協
力
し
て
、
機
械
や
計
画

装
置
な
ど
の
精
度
管
理
を
毎
日

行
っ
て
い
ま
す
。

大
和
高
田
市
立
病
院

　
　
放
射
線
治
療
科
部
長横

川
正
樹

〔
市
立
病
院　
☎
53
・
２
９
０
１
〕

「
血
圧
の
目
標
値
を

知
っ
て
い
ま
す
か
」

診
察
室
で
測
定
し
た
血
圧
値

が
、収
縮
期
血
圧（
上
の
血
圧
）

１
４
０
mm
　

Hg
以
上
ま
た
は
拡
張
期

血
圧（
下
の
血
圧
）90
　

mm
　

Hg
以
上
を

高
血
圧
と
い
い
ま
す
。家
で
測
る

家
庭
血
圧
で
は
、１
３
５
mm
　

Hg
以

上
ま
た
は
85
　

mm
　

Hg
以
上
が
高
血
圧

で
す
。何
度
か
血
圧
を
測
定
し
て

み
て
、こ
の
数
値
を
オ
ー
バ
ー
す

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、高
血
圧
に
対

し
て
の
治
療
が
必
要
で
す
。そ
れ

で
は
、血
圧
は
ど
れ
ぐ
ら
い
ま
で

下
げ
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

降
圧
目
標
値
は
、年
齢
や
合
併

症
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。若
年
、

中
年
、75
歳
未
満
の
高
齢
者
で
は

家
庭
血
圧
１
３
５
／
85
　

mm
　

Hg
未

満
を
目
標
と
し
ま
す
。75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
で
は
そ
れ
よ
り
ゆ

る
や
か
に
、１
４
５
／
85
　

mm
　

Hg
未

満
を
目
安
に
し
ま
す
。一
方
、糖
尿

病
や
慢
性
腎
臓
病
を
合
併
し
て
い

る
人
で
は
、心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る

た
め
、降
圧
目
標
は
よ
り
厳
し
く

１
２
５
／
75
　

mm
　

Hg
未
満
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、血
圧
は
季
節
に
よ
っ
て

変
動
し
、一
般
的
に
夏
場
に
下
降

し
、冬
場
は
上
昇
し
ま
す
。年
間
を

通
じ
て
血
圧
を
良
好
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
、薬
も
季
節
に

応
じ
て
微
調
整
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、家
庭
血
圧
の

変
化
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

家
庭
血
圧
の
測
定
を
習
慣
づ
け
、

血
圧
手
帳
な
ど
に
記
録
し
て
診
察

の
と
き
に
持
参
す
れ
ば
、治
療
に

と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

家
庭
血
圧
の
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

は
①
測
定
時
間
を
一
定
に
す
る

（
朝
起
床
後
１
時
間
以
内
の
朝
食

前
と
、夜
寝
る
前
の
２
回
）②
安
静

時
に
測
定
す
る（
食
後
や
運
動
後
、

入
浴
直
後
は
避
け
る
）③
正
し
い

姿
勢
で
測
定
す
る（
カ
フ
の
中
心

と
心
臓
が
同
じ
高
さ
に
な
る
よ
う

に
す
る
）。家
庭
血
圧
計
は
上
腕
に

ま
く
タ
イ
プ
を
お
す
す
め
し
て
い

ま
す
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽
と
き　
５
月
24
日
㈭　

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽
テ
ー
マ

　
「
お
な
か
の
健
康

食
道・胃・大
腸
の
病
気
」

▽
講
師　
梅
本 

典
江

　
　
　
　
（
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所  

☎
52・５
３
５
７
〕
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相
手
に
い
ろ
い
ろ
と
言
い
た
い
こ

と
が
あ
る
と
き
、
み
な
さ
ん
は
ど
の

よ
う
な
言
い
方
で
相
手
に
伝
え
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
に
、「
あ
な
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
」、「
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ト
マ
ス
・
ゴ
ー

ド
ン
が
『
親
業
』
と
い
う
本
の
中
で

最
初
に
紹
介
し
ま
し
た
。「
あ
な
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
」は
主
語
を『
あ
な
た
』

に
、「
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
主
語
を

『
私
』
に
す
る
言
い
方
で
す
。
次
の

２
つ
の
例
で
見
比
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。

例
１
）

【
あ
な
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

・「
こ
ん
な
に
遅
く
ま
で（
あ
な
た
は
）

何
を
し
て
た
ん
だ
」

【
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

・「
帰
り
が
遅
く
て（
私
は
）心
配
し

た
の
よ
」

例
２
）

【
あ
な
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

・「
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ
い
」

【
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

・「
す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
聞

い
て
ほ
し
い（
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
）」

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
こ
と
を

言
わ
れ
て
も
、
ず
い
ぶ
ん
受
け
取
る

側
の
印
象
は
変
わ
り
ま
す
。「
あ
な

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
相
手
の
マ
イ

ナ
ス
面
を
捉
え
た
説
教
、
批
判
、
悪

口
、
命
令
に
な
り
が
ち
で
、
相
手
は

責
め
ら
れ
た
と
受
け
止
め
、
相
手
に

反
発
さ
れ
た
り
し
て
、
こ
ち
ら
の
気

持
ち
は
な
か
な
か
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

は
主
語
が
『
私
』
な
の
で
、
自
分
の

気
持
ち
や
考
え
を
素
直
に
表
す
こ
と

が
で
き
、
言
い
た
い
こ
と
を
相
手
に

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
主
語
を『
あ
な
た
』

か
ら
『
私
』
に
変
え
る
だ
け
で
、
批

判
や
命
令
で
は
な
く
、
素
直
な
自
分

の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
と

き
、す
ぐ
に
「
あ
な
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て
感
情
を

相
手
に
ぶ
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
一

呼
吸
置
い
て
「
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に

言
い
か
え
る
と
ど
う
な
る
か
な
、
と

考
え
て
み
る
よ
う
に
す
る
と
、
イ
ラ

イ
ラ
を
鎮
め
る
効
果
も
あ
る
よ
う
で

す
。「
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
言
い
換

え
る
と
き
は
、
相
手
の
ど
う
い
う
行

動
が
、
私
に
ど
う
い
う
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
、
私
は
ど
う
感
じ
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
伝
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
怒
り
や
提
案
を
言
う
と
き
だ

け
で
は
な
く
、
う
れ
し
い
と
き
や
楽

し
い
と
き
で
も
使
え
ま
す
。「
早
く

帰
っ
て
き
て
く
れ
た
か
ら
安
心
し
た

よ
。」な
ど
率
直
に「
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
伝
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
上
手
く

い
か
な
い
な
と
感
じ
て
い
る
相
手
と

の
関
係
が
少
し
変
化
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

182

「
あ
な
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」か
ら

「
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
」へ

生せ
い

活か
つ

困こ
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
自じ

立り
つ

支し

援え
ん

法ほ
う

が
施し

行こ
う

さ
れ
て
３
年ね

ん

が
経た

ち
ま
し
た
。

広こ
う
ほ
う
し

報
誌
５
月が

つ

、６
月が

つ

号ご
う

で
、「
く
ら

し・せ
い
か
つ
支し

え
ん
が
か
り

援
係
」で
行お

こ
な
っ
て

い
る
制せ

い
ど度

に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

し
ま

す
。ま
ず
は
、「
住じ

ゅ
う
き
ょ居

確か
く

保ほ

給き
ゅ
う
ふ
き
ん

付
金
」

に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
制せ

い
ど度

は
失し

っ
し
ょ
く
ご

職
後
２
年ね

ん

以い

内な
い

の
就し

ゅ
う
ろ
う
の
う
り
ょ
く

労
能
力
お
よ
び
就し

ゅ
う
ろ
う労
意い

欲よ
く

の
あ
る
人ひ

と

の
う
ち
、住じ

ゅ
う
た
く宅

を
失う

し

っ

て
い
る
人ひ

と

、ま
た
は
失う

し

う
お
そ
れ

の
あ
る
人ひ

と

に
対た

い

し
て
、就し

ゅ
う
ろ
う労
機き

会か
い

の
確か

く

保ほ

の
た
め
に
家や

賃ち
ん

相そ
う

当と
う

分ぶ
ん

（
上じ

ょ
う
げ
ん限

あ
り
）の
給き

ゅ
う
ふ
き
ん

付
金
を
援え

ん

助じ
ょ

す
る
と
い
う
制せ

い
ど度

で
す
。ま
た
、

生せ
い
か
つ
ひ

活
費
に
も
困こ

ん
き
ゅ
う窮

し
て
い
る
場ば

あ
い合

、

必ひ
つ
よ
う要
に
応お

う

じ
て
社し

ゃ
か
い
ふ
く
し
き
ょ
う
ぎ
か
い

会
福
祉
協
議
会

で
緊き

ん
き
ゅ
う
か
し
つ
け

急
貸
付（
貸か

し

付つ
け

要よ
う

件け
ん

審し
ん

査さ

あ

り
）の
相そ

う
だ
ん談
に
繋つ

な

ぎ
ま
す
。も
ち
ろ

ん
こ
の
制せ

い
ど度
も
い
ろ
い
ろ
な
要よ

う

件け
ん

（
年ね

ん

齢れ
い・収
し
ゅ
う
に
ゅ
う

入・資し
さ
ん産

な
ど
）を
み
た

す
必ひ

つ
よ
う要
が
あ
る
の
で
、失し

つ
ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う

業
中
の

す
べ
て
の
人ひ

と

が
利り

よ
う用
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、受じ

ゅ
き
ゅ
う給

期き

間か
ん

中ち
ゅ
う

に
も
熱ね

っ
し
ん心

に
就

し
ゅ
う
し
ょ
く職

活か
つ
ど
う動

を
行お

こ

う
な
ど
の
義ぎ

む務
も
あ
り
ま

す
。よ
り
詳く

わ

し
い
内な

い
よ
う容
を
知し

り
た

い
場ば

合あ
い

は
、当と

う
か
か
り係

ま
で
問と

い
合あ

わ

せ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、住じ

ゅ
う
き
ょ居

確か
く
ほ保

給き
ゅ
う
ふ
き
ん

付
金
の
要よ

う
け
ん件
を
み
た
し
て
い
な

い
人ひ

と

で
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連れ

ん
け
い携

し
、就し

ゅ
う
ろ
う労

支し
え
ん援

と
い
う
形か

た
ち

で
支し

え
ん援

す
る
こ
と
も
可か

の
う能

で
す
。皆み
な
さ
ん

の
気き

も持
ち
が
少す

こ

し
で
も
前ま

え

向む

き

に
な
れ
る
よ
う
な
支し

え
ん援

を
め
ざ
し

て
い
ま
す
の
で
、一ひ

と
り人
で
抱か

か

え
込こ

ま
ず
相そ

う

談だ
ん

に
き
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、市し

な
い内

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理り

ゆ
う由

で
就し

ゅ
う
ぎ
ょ
う
ま
え

業
前
の
面め

ん
せ
つ接
に
ま
で
行い

け

な
い
人ひ

と

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。す

ぐ
に
仕し

ご
と事

に
就つ

く
こ
と
が
難む

ず
か

し
く
、

ま
ず
そ
の
準じ

ゅ
ん
び備

を
す
る
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

な
人ひ

と

に
対た

い

し
、４
月が

つ

よ
り
奈な

良ら

県け
ん

広こ
う
い
き
じ
ぎ
ょ
う

域
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た「
就し

ゅ
う
ろ
う労
準じ

ゅ
ん
び備
支し

え
ん援
事じ

ぎ
ょ
う業
」と
い
う

制せ
い
ど度
も
あ
り
ま
す
。こ
の
制せ

い
ど度
に

つ
い
て
は
広こ

う
ほ
う
し

報
誌
６
月が

つ
ご
う号
で
説せ

つ
め
い明

し
ま
す
。

自じ
ぶ
ん
じ
し
ん

分
自
身
、家か

ぞ
く族
の
こ
と
、地ち

域い
き

で
気き

に
な
る
人ひ

と

や
子こ

ど
も
の
こ

と
、ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い

ち
ど度

お
話は

な
し
を
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　

  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　

  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　

  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　

  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　

  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１
行政相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 企画広報課☎２２－１１０１
中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月･水･金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２２－２０３５

司法書士の法律相談（要予約） 月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分

人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談
第３水曜日 午後１時～ ４時１０分

営繕住宅課☎２２－１１０１
第１水曜～第２水曜の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
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